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研究の目的 

江戸時代、江戸幕府は対外交流の場を「四つの口」に制限をしていた。「四つの口」

とは、長崎（オランダ・中国）、対馬（朝鮮）、薩摩（琉球）、松前（アイヌ）である。このよう

に幕府は限定的に異国・異域と交流していた。本研究では、蝦夷地（北海道・樺太・千島）

におけるアイヌの存在形態と、ロシアとの交易に着目する。 

幕府はアイヌとの交易を松前氏（蠣崎）に一任した。米が収穫できない松前藩では、ア

イヌとの交易が主な収入源になっていた。「商場知行制」や「場所請負制」などしばし

ば制度は変更され、武力衝突などもあったが、交易は続いた。アイヌの人々は鰊・昆布

などの海産物や毛皮でもって、日本の道具（鉄器や漆器）や嗜好品（米、茶、酒）と交換し

た。アイヌの産物は、北前船の発達により日本全国に運ばれていった。 

アイヌは日本のみだけではなく中国やロシアとの交易も行っていた。1790（寛政 2）年、

蠣崎広年が描いた「夷酋列像」をみると、アイヌ人の首長らしき人がロシア風のコート

やブーツ、また中国風の錦などを羽織っている。当時のロシアはクロテンやラッコの毛

皮を求め、シベリアからアリューシャン列島・千島列島に進出しており、「露米会社」

を設立して千島・樺太のアイヌたちと交易を行っていたし、三丹や樺太を経由して中国

とも交易していた。 

 本研究では、江戸時代のアイヌの存在形態について、アイヌが交易していた 3つの国

との交易関係を比較検討する。なかでもロシアとの交易について、シベリアに進出する

ロシアの国内事情も併せ検討することによって、なぜロシアは交易を求めて松前や長崎

にやってくるのか、ロシアによる極東進出の歴史的背景を考察したい。 

 

期待される成果 

①江戸時代におけるアイヌの存在形態を明らかにできる。 

②アイヌと 3か国との異文化交流を明らかにできる。 

③ロシアによる日本進出の時代的背景を明らかにできる。 

④日本の開国を、アメリカのペリーだけでなく、北からの視点でも把握できる。 

⑤17～19世紀の蝦夷・樺太・シベリア、つまり極東地域の歴史を明らかにできる。 
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日程 

出発予定日     2017年  9月 3日 

帰着予定日     2017年  9月 14日 

旅行予定日数 

            12日間 

 滞在地           行動・調査内容 

第１日目 

9月 3日（日） 

福岡→札幌 移動 

 

第２日目 

9月 4日（月） 

札幌 北海道立アイヌ総合センター  

北海道庁旧本庁舎 文書館 

アイヌの民俗資料調査  

第３日目 

9月 5日(火) 

札幌→網走 北海道博物館 移動 

アイヌの民俗資料調査  

第４日目 

9月 6日（水） 

網走 

 

網走市図書館 

アイヌの民俗資料調査 

第５日目 

9月 7日(木) 

網走 北海道立北方民族博物館 

アイヌの民俗資料調査 

第６日 

9月 8日(金) 

網走→新千歳 網走市立郷土博物館  

アイヌの民俗資料調査 

第７日 

9月 9日（土） 

 

新千歳→成田→

ウラジオストク 

移動 

 

第８日目 

9月 10日(日) 

ウラジオストク アルセーニエフ郷土誌博物館 

シベリア先住民資料の調査 

第 9日 

9月 11日(月) 

 

ウラジオストク

→ハバロフスク 

アルセーニエフ郷土誌博物館 移動 

シベリア先住民資料の調査 

第 10日 

9月 12日(火) 

 

ハバロフスク ハバロフスク郷土歴史博物館 

シベリア開拓使資料の調査 

第 11日 

9月 13日(水) 

 

ハバロフスク ハバロフスク郷土歴史博物館 

シベリア開拓使資料の調査 

第 12日 

9月 14日(木) 

 

ハバロフスク→

ウラジオストク

→成田→福岡 

移動 
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＜施設紹介＞ 

① 北海道立アイヌ総合センター（札幌市） 

北海道立アイヌ総合センターは、アイヌ民族の歴史認識を深めることや

文化の伝承、保存の促進を図ることなどを目的に設置された。北海道に居

住するアイヌ民族による組織「社団法人北海道アイヌ協会」が指定管理者。

センター内には資料展示室、図書情報資料室、保存実習室があり、アイヌ民

族の歴史や生活用具、図書資料等を見ることができる。アイヌ協会の活動

やアイヌ民族の最近の動向などについて分かりやすく編集したビデオの視

聴コーナーも設置。見学の目的に応じて、学芸員・職員に解説を求めること

も可能で、アイヌ民族理解へのガイド的な存在になっている。  

（HPより参照 http://www.sapporo.travel/find/culture/ainu_center/） 

 

② 北海道旧本庁 文書館（札幌市） 

 北海道立文書館は、重要文化財北海

道庁旧本庁舎の中にある。 

 北海道庁旧本庁舎は、明治 21年建築

の、ドームを載せたアメリカンネオバ

ロック様式のれんが造りの建物で、「赤

れんが」の愛称で親しまれている。 

 明治 42年に火災に遭ったが、壁体は

残ったため復旧工事がなされ、明治 44

年に完成した。 

 昭和 43 年に、創建当時の姿にする復元工事が完成し、昭和 44 年に国の重要文

化財に指定された。 

 北海道立文書館はこの建物の中に閲覧室、展示室、事務室及び書庫の一部などを

有しており、歴史の重みを感じる赤れんが庁舎の雰囲気の中で歴史文書をひもとく

ことができる施設となっている。 

（HPより参照 http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/mnj/d/shisetsu.htm） 

http://www.sapporo.travel/find/culture/ainu_center/
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/mnj/d/shisetsu.htm
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③ 北海道博物館（札幌市） 

森のちゃれんが・北海道博物館は、

北海道の自然・歴史・文化を紹介す

る北海道立の総合博物館である。自

然環境と人とのかかわりや、アイヌ

民族の文化、本州から渡ってきた移

住者のくらしなどを調査・研究し、

北海道民の貴重な宝である資料を

収集・保存し、展示や教育、イベン

ト・事業などを行っている。 

（HPより参照 http://www.hm.pref.hokkaido.lg.jp/about/） 

 

④ 北海道立北方民族博物館（網走市） 

日本は、先史時代からさまざまな周辺

地域との文化接触のなかで、北方ユー

ラシアとも密接なつながりをもち、と

くに北海道は北方諸文化とのかかわ

りにおいて重要な位置をしめていた。 

広く世界的に見ると、人類の北方への

進出は人類史における大きな出来事

であり、それにともないさまざまな新

たな技術の獲得がなされた。 

北方民族博物館では、北海道を含めた北方諸地域の厳しい自然環境に適応してき

た人びとの文化的特徴、その歴史的形成過程、民族間の相互関係などを実証的に調

査研究し、これらの成果を展示し、普及する。 

それにより、道内博物館のセンター的な役割を担う博物館として、北海道の文化の

振興と国際交流の推進に寄与する。 

（HPより参照 http://hoppohm.org/museum/museum.htm） 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.hm.pref.hokkaido.lg.jp/about/
http://hoppohm.org/museum/museum.htm
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⑤ 網走市郷土資料館 

この館は、昭和 11年 11月３日、当時の社

団法人北見教育会が地方教育の振興と文

化の発展をはかるべく、「北見郷土舘」とし

て建設、開館したもので、北海道で最も歴

史の古い博物館のひとつである。 

開館にあたっては、故米村喜男衛名誉館長

（網走市名誉市民）が長年にわたり収集し

た考古、民族資料 3，000 点が提供され、

それが基礎となった。 

昭和 23 年４月、網走市に移管され、昭和

36年 11月には創設 25周年を記念して別館が増築され充実がはかられている。 

網走の豊かな「自然」と古代から現代に至る「歴史」の流れを展示解説し、郷土の

あり方を探ろうとしている。 

（HPより参照

http://www.city.abashiri.hokkaido.jp/270kyoiku/050kyoudo/010profile.html） 

 

⑥ アルセーニエフ郷土誌博物館 

博物館のコレクションは、いくつかのセクション

に分けられており、磁器のコレクションは、有名

な工場・磁器の巨匠の作品が入る 4000以上の展

示品を含んでいる。刻まれた骨のコレクション

は、北東ロシアの巨匠の最高な作品により代表さ

れている。判子のコレクションは、歴史人物のユ

ニークな判子を保管している。「考古学」のコレ

クションは、ユニークであり、ユネスコでは 国

際的に重要なものとして記されてある。刀剣のコ

レクションは、様々な国々、民族の剣と短剣により代表されている。博物館の写真

のコレクションは、一番大きく、ウラジオストクが出来た時代からウラジオストク

の写真を集めている。絵画のコレクションでは、有名なアーティスト、地方の聖像

画家による絵が紹介されており、古銭学のコレクションは、ロシアの金融発展の全

ての歴史を反映している。（参照 

http://tour.primorsky.ru/jp/dostoprimechatelnosti/%E6%B2%BF%E6%B5%B7%

E5%9C%B0%E6%96%B9%E5%9B%BD%E7%AB%8B%E3%82%A2%E3%83%A

B%E3%82%BB%E3%83%8B%E3%82%A8%E3%83%95%E5%8D%9A%E7%89%

A9%E9%A4%A8） 

http://www.city.abashiri.hokkaido.jp/270kyoiku/050kyoudo/010profile.html
http://tour.primorsky.ru/jp/dostoprimechatelnosti/%E6%B2%BF%E6%B5%B7%E5%9C%B0%E6%96%B9%E5%9B%BD%E7%AB%8B%E3%82%A2%E3%83%AB%E3%82%BB%E3%83%8B%E3%82%A8%E3%83%95%E5%8D%9A%E7%89%A9%E9%A4%A8
http://tour.primorsky.ru/jp/dostoprimechatelnosti/%E6%B2%BF%E6%B5%B7%E5%9C%B0%E6%96%B9%E5%9B%BD%E7%AB%8B%E3%82%A2%E3%83%AB%E3%82%BB%E3%83%8B%E3%82%A8%E3%83%95%E5%8D%9A%E7%89%A9%E9%A4%A8
http://tour.primorsky.ru/jp/dostoprimechatelnosti/%E6%B2%BF%E6%B5%B7%E5%9C%B0%E6%96%B9%E5%9B%BD%E7%AB%8B%E3%82%A2%E3%83%AB%E3%82%BB%E3%83%8B%E3%82%A8%E3%83%95%E5%8D%9A%E7%89%A9%E9%A4%A8
http://tour.primorsky.ru/jp/dostoprimechatelnosti/%E6%B2%BF%E6%B5%B7%E5%9C%B0%E6%96%B9%E5%9B%BD%E7%AB%8B%E3%82%A2%E3%83%AB%E3%82%BB%E3%83%8B%E3%82%A8%E3%83%95%E5%8D%9A%E7%89%A9%E9%A4%A8
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⑦ ハバロフスク郷土歴史博物館 

1896 年、ロシア地理学会のアムール川流域支部

によって設立した博物館である。2008 年に新館

がオープンした。極東や沿海地方の歴史、風俗、

自然に関する資料も多数展示されており、旧館に

はマンモスの牙、古代先住民の生活様式や映画

『デルス・ウザーラ』の展示などもある。新館と

旧館は同一チケットで見学できる。 

（『地球の歩き方 A32 シベリア＆シベリア鉄道と

サハリン 2017～2018年版』） 
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Ⅰ.アイヌと和人 

 「蝦夷」という言葉は、日本列島北部に独立して生活をし、「日本」のいうことを聞かな

く、生活の仕方が著しく異なる人々、という意味で表現されていた。近世においては、蝦夷

地に住んでいる「アイヌ人」を内地に住んでいる「和人」と区別をしていた。江戸幕府は当

初、蝦夷地を異域として扱っていたが、度重なるロシアからの脅威に対抗するため、幕府直

轄領として「日本」に組み込んでいった。 

 

アイヌと松前藩 

  15～16 世紀ごろ、渡島半島を征服していった蠣崎氏は、渡党の長となった。蠣崎氏は

1593（文禄 2）年の豊臣秀吉の朱印状、1604（慶長 9）年の徳川家康の黒印状により、日

本統一政権に認められ、「松前氏」と改名を行い大名となった。その後、1604（慶長 9）

年に商場知行制が開始された。商場知行制とは、米を取ることができない松前藩の家臣た

ちに対して、アイヌ漁業区域での独占的交易権を与え、その一部を税として納める制度で

あるが、次第に交易は複雑さをまし、武士である家臣たちには手に負えなくなり、交易を

商人に任せる場所請負制と変化していった。商人たちは交易所を蝦夷中に増やしていき、

利益を運上金として家臣へ納めていた。 

  場所請負制により、日本の品々は蝦夷中に広がっていくが、同時にアイヌ人に対する支

配も広がっていくことになる。場所請負制の実態は、場所請負商人が実権を握っており、

先進的な漁業を教えることにより、アイヌを労働力として扱っていた。ここに、アイヌと

和人の支配・被支配関係が生まれることになる。 

 

アイヌと幕府 

  16～18 世紀にかけて、ロシア人はコサックを先頭に、毛皮動物を求めてウラル山脈を

越え、シベリア北太平洋まで進出した。ロシアはシベリア全域を管理し、北極キツネ、大

山猫、クロテン、ラッコおよびオコジョを手に入れた。また、ロシアは千島列島、アリュ

ーシャン列島、北アメリカ、特にアラスカに進出し皇帝庇護下の露米会社を設立した。 

  しかし、露米会社におけるシベリア経営はロシア中央都市より距離があり、補給などが

うまくいかなく、経営難へと陥った。そこで、ロシアが目を付けたのは、極東に位置する

日本との交易であった。これにより、日本と交易を行うためにラクスマンやレザノフらの

遣日使節を向かわせることになる。だが、幕府はオランダ・中国・朝鮮・琉球以外の国と

は通商・通信をしないという「祖法」を盾にロシア使節を拒んだ。不服に思ったロシア側

は怒りを露わにし、蝦夷地において何度も武力衝突があった。 

  これに対して幕府は北方の警備を厳重にするため、異域として交易をしてきた蝦夷地

を、直轄領として治めることにした。1799～1821年にかけて、第一次直轄として場所請

負人に対して布告をだした。 

一、請負場所に新しい漁業を起こす際には予め出願して許可を得ること 
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   一、官吏及び警衛の士卒が通行の際は（中略）人馬を差し支えないようにすること 

   一、蝦夷人の介抱は無論、蝦夷人に対し不正な取り扱いをせざること 

   一、異国船又は怪しき船を発見したならば、速やかに箱館に注進すべきこと 

   一、猟虎・矢羽・熊胆・熊皮其の他の軽物類は元価をもって買い上げるので、一品

たりともいんとくすべからざること         （『斜里町史』98頁） 

 これをみると、幕府はアイヌを和人として保護するという意図が伺える。幕府は場所請負

商人より劣悪な環境にいたアイヌを保護し、管理下に置くことによって、北からの脅威に

備えようとしていたのである。 

 

Ⅱ.アイヌと交易 

 次にアイヌの交易をみていく。近世においてアイヌは日本・中国・ロシアと交易を行って

いた。狩猟生活が主であったアイヌにとって交易はかなり重要であった。そして、アイヌ

と 3国との交易は、すべて松前藩が関与していた。 

 

 日本との交易 

  前述したとおり、アイヌと日本は松前藩を通じて交易を行っ

ていた。主な交易品としては、アイヌ側は俵物、毛皮（ラッコ、

アザラシ、トド、クマ）、サケ、ニシン、油（アザラシ、クジラ）

などである。これらの交易品は、北前船によって日本全国へ流

通していった。特に俵物は、長崎に運ばれ中国貿易において銅

代替輸出品として重要な地位を占めていた。また、ラッコの毛

皮などは鎧など防具に使われることが多かった。 

  これに対して日本側は、蝦夷地では栽培できない米やたばこ

を中心に、酒や鉄、漆器、太刀、首飾りなどを輸出していた。 

  しかし、交易の実態はアイヌに対して圧倒的に不利な利率で行われ、たびたびアイヌ側

の武装蜂起が起こった。（シャクシャインの戦い、クナシリ・メナシの戦い） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ラッコの毛皮（北海道博物館 本人撮影） 

漆器、太刀、首飾り（北海道立アイヌ総合センター 本人撮影） 
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 中国との交易（山丹貿易） 

  アイヌは樺太を中継地点として、中国山丹人と交易を行

っていた。山丹人とは、アムール川流域下に住んでいた北

方民族のことである。山丹人との主な交易品としては、ア

イヌ側はクロテンやラッコなどの毛皮や鉄器を、山丹人は

清国との交易で手に入れた蝦夷錦と呼ばれる絹で作られ

た清朝の官服や玉類を中心としていた。しかし、蝦夷錦は

松前藩が幕府へ献上するために、税として独占的に徴収さ

れていた。最上徳内の『蝦夷草子』によると、 

「蝦夷錦は美しき者なりとて、紙入に拵ひ、青玉を風鎮 

にいたし、愛玩すれども、顧みれば蝦夷の身を異国へ 

売りたる代金なり、実に体の塊なり、山韃へ取られた 

る蝦夷の女房や子供は、錦、青玉は、親のみに夫々の 

敵よと嘆き哀れめども、借金をせめられ返すべきよう 

もなければ、拠なく一生の別れをして異国へ因はれ、又残りたる妻子は草の根を掘り

て喰らい、あじきなき命をながらひても、生きて甲斐なき風情なり、」（『エゾの歴

史』220頁） 

  と、自らの身を売ってまでも蝦夷錦を手に入れようとしていたアイヌ人たちの悲惨な

状況が目に見えてくる。場所請負商人たちの取り立てがいかに激しかったのかを物語っ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

山丹人之図 

北海道庁旧本庁舎 文書館所蔵『辺要分界図考』 

蝦夷錦（網走市郷土資料館 本人撮影） 蝦夷錦（北海道立アイヌ総合センター 本人撮影） 
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 ロシアとの交易 

  ロシアとは、千島や得撫島を中心に交易を行っていた。アイヌからは、織物や鉄器

を、ロシアからはラッコやテンの毛皮や矢羽となる

鷲羽、さらにアルコール飲料などを交換していた。

1689年以降、ネルチンスク条約によりロシア毛皮業

者がラッコを求め北太平洋に進出していく過程で、

得撫島でラッコの狩猟をしていたアイヌと出会い、

交易が始まった。      1702年に、請負商人

飛騨屋が蝦夷地北部に到達すると、アイヌとロシア

の交易を発見し、アイヌを仲介してロシアと私貿易

を始めた。しかし、この密貿易は蝦夷地直轄の際に

幕府に見つかり、交易は閉ざされてしまう。さら

に、松前藩はアイヌとの交易権をはく奪され、アイ

ヌも得撫島以北での漁業、交易が禁止されてしまっ

た。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

太刀（アルセーニエフ郷土誌博物館 本人撮影） 

鍔（アルセーニエフ郷土誌博物館 本人撮影） 

太刀や首飾りなど（ハバロフスク郷土歴史博物館 本人撮影） 

クロテン毛皮（北方民族博物館 本人撮影） 
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おわりに 

  近世初期、アイヌは蝦夷地に住む異域の人間であった。しかし、ロシアからの脅威が迫

ってくると、幕府は蝦夷地を直轄領に定め、松前藩による厳しい交易活動からアイヌ人た

ちを手厚く保護していった。松前藩によりアイヌ・蝦夷地が疲弊していたことを幕府は見

逃さなかった。幕府にとってアイヌとは異域ではあるが異国ではない、ということであっ

たから、対ロシアの最前線として蝦夷地を直轄領化したのではないだろうか。つまり、日

本という国は蝦夷地をも含むということを対外的にアピールしていたことになるだろう。 

  また、アイヌたちはカムイと呼ばれる神々を崇拝する独自の宗教観を有していたが、北

千島や樺太に住んでいたアイヌの中には密かにロシア正教会を信仰していた人もおり、

ロシアとは交易だけではなく、文化的な交流もおこなっていたようだ。 

  アイヌとロシアの関係性は単に交易の相手ではなく、幕府や松前藩、さらにはロシア帝

国などといった様々な思惑が交錯していたのではないだろうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



12 

 

参考文献 

網走市史編纂委員会『網走市史』1960年 

E・ファインベルグ著・小川政邦訳『日本とロシア――その交流の歴史』新時代社、1973年 

木崎良平『光太夫とラクスマン――幕末日露交渉史の一側面』刀水書房、1992年 

岡野恵美子「設立時のロシア―アメリカ会社」（『群馬県立女子大学紀要 第 15号』 群馬県立女

子大学 1994年） 

木崎良平『仙台漂流民とレザノフ――幕末日露交渉史の一側面 No.2』刀水書房、1997年 

菊池勇夫『アイヌ民族と日本人』朝日新聞社、2002年 

中村和之「アイヌの沈黙交易について」（『北方諸民族のなかのアイヌ文化』北海道立北方民族博

物館、2002年） 

榎森進『アイヌの歴史と文化』創童社、2004年 

斜里町史編纂委員会『斜里町史』2004年 

海保嶺夫『エゾの歴史』講談社、2006年 

Потапова Наталья Владимировна「樺太における宗教活動」『スラブ・ユーラシア学

の構築』研究報告集 (11), 111-115 (2006-01) 北海道大学スラブ研究センター 

木村和男『北太平洋の「発見」毛皮交易とアメリカ太平洋の岸の分割』山川出版、2007年 

麓 慎一「北千島アイヌの改宗政策について--色丹島におけるアイヌの改宗政策と北千島への帰

還問題を中心に」立命館大学国際言語文化研究所 19(1), 43-55 (2007-09) 立命館大学国際言語

文化研究所 

和田秀穂『文化四年慟哭の斜里場所』サンケイプリント社、2007年 

B・ウォーカー著・秋月俊幸訳『蝦夷地の征服』北海道大学出版会、2007年 

榎森進『アイヌ民族の歴史』草風館、2008年 

平川新『全集日本の歴史第 12巻――開国への道』小学館、2008年 

森永貴子『ロシアの拡大と毛皮貿易――16～19 世紀シベリア・北太平洋の商人世界』彩流社、

2008年 

森永貴子『イルクーツク商人とキャフタ貿易 ― 帝政ロシアにおけるユーラシア商業』北海道大

学出版、2010年 

木村直樹「露米会社とイギリス東インド会社」（『日本の対外関係 6 近世的世界の成熟』荒野泰

典、石井正敏、村井章介編、吉川弘文館、2010年） 

渡辺京二『開国前夜』洋泉社、2010年 

 


